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四
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五
十
四
人

今
年
も
、
四
月
八
日
、
町
内
の
五
小

学
校
（
十
二
学
級
〕
四
百
五
十
四
人
、

四
月
九
日
に
、
二
中
学
校
（
十
学
級
）

三
百
七
十
一
人
の
入
学
式
が
各
講
堂
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
伊
左
座
小
学
校
で
は
、
九
十
人

の
新
入
学
児
童
が
少
々
緊
張
気
味
の
表

情
の
な
か
で
、
校
長
先
生
か
ら
「
今
日

か
ら
は
一
年
生
、
今
ま
で
の
あ
ま
え
た

気
持
は
捨
て
て
、
勉
強
の
こ
と
だ
け
で

は
な
く
、
友
達
の
こ
と
、
あ
い
さ
つ
の

こ
と
、
交
通
安
全
の
こ
と
何
で
も
わ
か

ら
な
い
こ
と
は
、
先
生
や
上
級
生
に
た

ず
ね
て
、
み
ん
な
で
楽
し
く
学
び
ま
し

ょ
う
」
と
お
祝
い
の
言
葉
が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

式
典
の
後
、
自
分
の
ク
ラ
ス
に
入
り

初
め
て
の
席
に
つ
き
ま
す
。
そ
し
て
生

ま
れ
て
最
初
に
手
に
す
る
教
科
書
を
満

足
そ
う
に
な
が
め
、
一
冊
ず
つ
点
検
し

明
日
か
ら
の
夢
も
広
が
り
ま
す
。

こ
の
子
供
た
ち
が
、
病
気
に
負
け
ず

実
っ
す
ぐ
に
育
つ
よ
う
、
あ
た
た
か
い

心
で
見
守
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
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町　の人　口

（3月末現在）

人　口　　　　27，281人

男　　　　　13，310人．

女　　　　13，968人

世帯数　　　8，547世帯

転入313人　　出生　26人

転出335人　　死亡15人

（3月異動）

新一年生串に気をつけましょうね一交通安全運動実施中
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厳
し
い
財
政
再
建
の
な
か
で

有
効
的
運
用
を

水
巻
町
の
一
般
会
計
予
算
は
、
前
年

度
に
比
べ
て
七
億
四
千
七
百
万
円
、
十

五
・
五
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
日
炭
閉
山
後
十
年
、
改
良

住
宅
廼
殺
事
業
が
酌
年
度
で
全
て
終
っ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
全

体
的
に
も
、
国
の
財
政
再
建
の
影
碑
を

受
け
、
交
付
税
、
補
助
金
が
余
り
期
待

出
釆
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
緊
縮
型
予
算

と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
明
る
い
街
づ
く
り
に
必
要

な
教
育
費
、
災
害
復
旧
費
、
民
生
費
は

前
年
度
に
比
べ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
四
十

八
％
、
三
十
％
、
十
三
％
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

今
後
と
も
財
政
状
況
は
、
増
々
厳
し

く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
町
と
し
て

も
、
財
源
確
保
に
努
め
、
経
費
の
見
通

し
を
行
い
、
有
効
的
予
算
執
行
に
鋭
意

努
力
い
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

住
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
今
後
ご
迷

惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
何
卒
ご
潮
解
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

酬酬　膚和56年4月25日　冊皿刷醐川棚脚冊川棚川棚酬冊

昭和56年度
一般会計予算

町民一人当りの予算　　　過去5か年当初予算

（春うららかな第1保育園で）

町　　　 民　　　 税 4億 5 ．7 3 1 万 円 1 1 ，2

聞　 達　 賓　 模　 擬 3 億 9 ．2 0 7 ガ 円 9 ．6

ｒ榊 丁吋 た ば こ 消 費 税 8 ．5 0 1 万 円 2 ．1

′電　　　 気　　　 税 4 ，2 90 万 日 1 ．1

そ　　　 の　　　 他 1 ，22 8 万 円 0 ．3

財産収入2，750万円0．7％

町　税

9億8，957万円
24．3％

使用料及び手数料

6億3，349万円

災 音 信 旧 事 兼 収 入 5億 3 ．7 5 2 万 円 13 ．1

析 産 都 市 補 助 引 き 上げ 分 5 ，2 5 3 万 円 0 ．3

河　 川　 費　 収　 入 1 ．2 3 1 万 円 1 ．3

そ　　　　 の　　　 他 3 ，1 13 万 円 0 ．8

9，588万円2．4％

56．4．1現在
1

踵　栢　　8，547

人　口　　27，281人

1人当りの予算　　149，434円

1人当りの税金　　　36，273円

11妙幣当りの予算　476，978円

1世帯当りの税金　115，780円

厘司
地方公付税
12億2，398万円
30％

国庫支出金

存

財　68．1％

4億1．953万円

地　 方　 確　 与　 槻 4 、4 脚 万 円 1 ．1

自 動 車 取 得 税 交 付 金 4 ．1 （氾万 円 1 ．0

交 題 号 全 村 宥 特 別 交 付 金 35 6 万 円 0 ．1

分 現 金 及 び 負 杓 金 4 ．96 1 万 円 1 ．2

用

語

解

説

▼
町
債
　
町
が
政
府
資
金

や
銀
行
な
ど
か
ら
長
期

間
お
金
を
借
り
た
も
の

▼
地
方
交
付
税
　
国
税
（

所
得
税
・
法
人
税
・
酒

税
）
の
う
ち
一
定
額
を

市
町
村
の
実
情
に
応
じ

た
割
合
で
交
付
す
る
「

交
付
金
」

▼
西
ヰ
・
県
支
出
金
　
国

や
県
が
市
町
村
に
対
し

事
務
・
事
業
に
必
要
な

経
費
に
あ
て
る
た
め
、

負
担
金
、
補
助
金
な
ど

の
名
称
で
支
出
交
付
し

た
も
の

▼
公
債
費
　
町
債
の
返
済

金

商　品子税金は　明　日　の　日　本を　さ　さ　え　る　力
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歳出－

今
年
度
の
主
な
事
業

㊥
普
通
擢
設
事
業

。
町
民
体
育
館
（
お
か

の
台
）

。
頃
宋
小
学
校
給
食
施

設
。
猪
鰯
・
入
柳
線
及
び

伊
左
座
・
吉
田
線
の

歩
道
設
置

。
砂
山
・
丸
の
内
線
及

び
水
巻
・
芦
屋
線
の
道
路
改
良
等

㊥
失
業
対
策
事
業

。
立
屋
敷
・
下
二
線
の
舗
装

。
二
及
び
下
二
地
区
農
業
排
水
路
底
張

工
事

㊥
鉱
害
復
旧
事
業

。
古
賀
・
頃
末
線
外
3
路
線

。
大
平
下
水
道
外
2
路
線

。
家
屋
1
6
戸

性質別分類

目
、
的
別
分
類

会
計
予
算

会　 計　 別 予　 算　 額

国民健康保険 7 億9，846万 円

水　　　　 道 3 億6，560万 円

下　 水　 道 5，250万円

農 業 共 済 588万円

歳
出
に
つ
い
て
は
、
療
養
諸
費
六
億

九
千
五
百
三
十
五
万
円
、
高
額
療
養
費

五
千
百
八
十
四
万
円
で
、
全
体
の
九
十

三
％
を
占
め
、
国
保
財
政
の
大
き
な
負

担
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
も

被
保
険
者
の
健
康
対
策
、
予
防
対
策
を

い
か
に
し
て
い
く
か
を
保
険
施
設
費
六

五
千
八
百
五
十
四
万
円
、
総
係
費
四
千

五
百
五
十
七
万
円
、
そ
の
他
の
費
用
千

八
百
六
十
三
万
円
、
計
三
億
四
千
二
百

四
十
七
万
円
で
、
営
業
外
費
用
二
千
二

百
十
三
万
円
で
、
歳
出
合
計
三
億
六
千

五
百
六
十
万
円
と
な
り
、
歳
入
歳
出
差

拍
誓
鵠
持
0
嘉
。
の
財
禁
足

、
上
れ
は
、
水
道
料
金
の
五
年
間
の
据

お
き
と
ロ
経
別
納
付
金
の
減
額
に
よ
る

も
の
で
、
財
源
不
足
に
つ
い
て
は
、
漏

水
防
止
な
ど
の
企
業
努
力
と
留
保
資
金

で
補
て
ん
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
資
本
的
支
出
の
主
な
も
の
は

遠
賀
川
河
口
堰
に
対
し
て
の
拡
張
工
事

警
蔚
八
千
九
百
七
十
八
万
円
、
道
路

鉱
害
復
旧
事
業
費
二
千
八
百
八
十
二
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

下

　

水

　

道

　

事

　

業

年
間
処
理
対
策
計
画
戸
数
を
改
良
住

宅
延
一
万
一
千
四
百
九
十
六
戸
、
県
営

住
宅
延
五
千
四
百
戸
、
住
宅
公
団
延
一

万
二
百
七
十
芦
、
県
住
宅
供
給
公
社
四

百
五
十
一
戸
の
計
延
二
万
七
千
六
百
十

七
戸
と
し
、
予
算
総
数
で
は
、
昨
年
よ

百
二
万
円
で
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
よ
り

国

　

保

　

事

　

業

予
算
総
額
は
、
七
億
九
千
八
百
四
十

六
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
、
一
億

三
千
四
十
七
万
円
、
十
九
・
五
％
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
秋
に
医
療
費
の
値
上
げ
が

予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
保
険
税

十
八
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

月
二
百
円
を
五
百
円
に
改
正
し
て
小
ま

す
。水

　

道

　

事

　

業

収
益
に
お
い
て
は
、
給
水
使
用
料
二

倍
八
千
八
十
六
万
円
、
口
産
別
納
付
金

二
千
七
百
二
十
万
円
、
そ
の
他
収
入
百

十
二
万
円
、
計
三
億
九
百
十
八
万
月
と

営
業
外
収
益
九
十
万
円
で
歳
入
合
計
三

億
千
八
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

費
用
に
つ
い
て
は
、
原
水
購
入
費
二

億
千
九
百
七
十
三
万
円
、
給
水
管
理
費

謝
七
百
五
十
万
増
の
五
千
二
百
五
十

と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
、
昨
年
八
月
よ
り
流
入
量
増
加

に
伴
い
、
二
基
運
転
を
し
て
お
り
、
今

後
経
費
の
増
額
が
予
想
さ
れ
、
使
用
料

金
の
改
正
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

農

業

共

済

事

業

歳
入
に
つ
い
て
は
、
県
補
助
金
三
百

十
万
円
、
利
子
及
び
配
当
金
三
十
四
万

円
、
一
般
会
計
繰
入
金
百
九
十
五
万
円

諸
収
入
四
万
円
、
繰
越
金
五
万
円
で
、

歳
出
は
、
人
件
費
五
百
三
万
円
、
物
件

費
八
十
五
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

タバコは町内で買いましょうー町の大きな財源です
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健康を考え
～竹熊理論に参加

体育館をうめた健康講演会

広
域
行
政
関
連
企
業
（
し
尿
）

（
有
）
美
浄
杜
職
員
募
集

▼
職
種
　
運
転
手
　
3
名
（
2
5
歳
以
上

事
務
員
　
2
名

▼
申
込
み
　
6
月
末
日
ま
で
履
歴
書
を

左
記
ま
で

く
わ
し
く
は
㈲
美
浄
社
（
食
2
0
2

・

6

6

8

9

）

猪

熊

1

5

1

6

ま

で

（
有
）
大
洋
社
職
員
募
集

▼
職
種
　
運
転
手
（
1
8
歳
～
5
5
歳
）

▼
申
込
み
　
6
月
末
日
ま
で
履
歴
書
を

申
込
用
紙
の
請
求
先
は
各
警
察
署
、

派
出
所
ま
で

二
級
建
築
士
試
験

▼
試
験
月
日

。
学
科
　
　
7
月
2
6
日
（
日
）

－
■
ｌ
≡
ｌ
■
■
≡
ｌ
Ｉ
■
■
≡
1
－
■
■
≡
ｌ
一
‘
－
＿
ｌ
≡
一
■
■
≡
Ｈ
■
■

。
設
計
製
図
　
9
月
1
3
日
（
日
）

▼
試
験
場
　
福
岡
大
学
七
隈
学
舎

▼
受
付
期
間
　
5
月
1
1
日
～
1
5
日

受
験
案
内
及
び
申
込
用
紙
は
県
建
築

課
及
び
北
九
土
木
事
務
所
ま
で

左
記
ま
で

㈲
大
洋
社
（
食
0
9
3
・
2
2

3
1
9
）
～
芦
屋
町
粟
屋
ま
で

水
巻
町
で
は
〝
明

る
い
街
づ
く
り
″
　
の

一
環
と
し
て
、
町
民

の
健
康
を
考
え
る
〝

健
康
づ
く
り
推
進
協

議
会
″
を
発
足
し
、

健
康
講
演
会
、
高
令

者
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
、
食
生
活
改
善
教

室
、
健
康
教
室
な
ど

の
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
五
十
六
年
の
最
初
の
事
業

と
し
て
、
「
現
在
の
赤
ヒ
ゲ
先
生
」
と

異
名
を
と
る
竹
熊
宣
孝
先
生
を
熊
本
か

ら
招
き
健
康
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た

竹
熊
先
生
の
「
土
と
健
康
」
一
の
理
論

は
∵
広
ぐ
知
れ
わ
た
り
、
会
場
と
な
っ

た
体
育
セ
ン
タ
1
に
は
、
主
婦
な
ど
三

百
五
十
人
ほ
ど
が
参
加
し
ま
し
た
．
。
家

族
の
健
康
を
考
え
る
主
婦
に
と
っ
て
、

ｒ
食
』
は
関
心
も
強
く
、
笑
い
の
あ
る

講
演
の
な
か
に
も
、
テ
ー
プ
に
と
る
人

筆
記
を
と
る
人
、
本
を
購
入
す
る
人
な

ど
真
剣
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

推
進
協
議
会
で
は
、
今
年
度
事
業
と

も
て
、
七
月
に
成
人
病
検
診
、
十
一
月

に
糖
尿
病
教
室
を
計
画
し
て
い
ま
す
の

で
ふ
る
っ
て
参
加
下
さ
い
。

ま
た
、
協
議
会
で
は
現
在
健
康
を
考

え
る
上
か
ら
も
大
き
な
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
る
合
成
洗
剤
、
食
品
添
加
物
に

つ
い
て
も
考
え
て
い
く
意
向
で
す
。

．
す
で
に
合
成
洗
剤
に
つ
い
て
は
昨
年

か
ら
小
学
校
、
公
立
保
育
で
石
け
ん
に

き
り
か
え
、
現
在
〝
石
け
ん
利
用
推
進

要
鯨
″
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

〝
み
ず
ま
き
広
報
″
で
も
、
機
会
あ

る
ご
と
に
合
成
洗
剤
の
有
害
に
つ
い
て

学
習
し
て
．
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

福
岡
県
警
察
官

採
用
試
験

▼
採
用
人
員
　
約
1
6
0
人
（
9
月
採

用
予
定
）

▼
資
　
格
　
昭
和
2
8
年
4
月
2
日
～
3
8

㌧
ｒ
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
男
子

▼
試
験
日
時
　
5
月
1
7
日

▼
受
付
期
間
　
4
月
9
日
～
5
月
8
日

ま
で
県
警
本
部
警
務
課
採
用
係
へ

申
込
用
紙
の
請
求
先
は
各
警
察
署
、

派
出
所
ま
で

婦
人
警
察
官
試
験

▼
採
用
人
員
　
約
2
5
人
（
1
0
月
採
用
予

定
）

▼
資
　
格
　
昭
和
3
4
年
4
月
2
日
～
3
8

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
女
子

▼
試
験
日
時
　
5
月
1
7
日

▼
受
付
期
間
　
4
月
9
日
～
4
月
3
0
日

ま
で
県
警
本
部
警
務
課
採
用
係
（
書

ハ

Ｕ

9

2

・

7

1

2

・

3

9

9

4

）

＿■“
れ

■■＿■■■■鵬
≡
ｌ

お困りのことは遠慮なく相談下きい
～皆さんの暮らしの相談所開設～

無料ですお気軽に．／

血圧・検尿の測定も行

います

と

　

き

ー
月
2
6
日
（
日
）

1

・

0

時

～

1

5

時

と
こ
ろ

町
　
民
　
会
　
館

主
催

遠
賀
・
中
間

地
区
労
働
組

合
協
議
会

ｌ

1

－

一

1

．

－

．

1

一
叫

後
援
　
水
巻
町

相
談
内
容

相
談
を
お
受
け
す

・
る
内
容
は
下
記
に

も
書
い
て
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
以
外

で
も
何
で
も
ど
う

、
ぞ
／

。
私
の
年
金
は
将
来

ど
う
な
る
の
だ
ろ

う

か

9

－
．
．
‘
ｌ
ｌ
1
－
－
－
－
　
1
こ
ｌ
一
ｌ
ｌ
ｔ
ｌ
ｌ
ｌ
1
．
－
1
－
．
－
－
　
1

。
国
保
税
は
ど
う
し
て
、
私
は
こ
う

高
い
の
だ
ろ
う
か

。
固
定
資
産
税
は
今
年
度
な
ぜ
こ
う

な
る
の
？

。
生
活
保
護
の
基
準
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か

。
障
害
児
施
設
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か

。
養
護
学
校
義
務
化
は
今
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
？

。
子
供
が
暴
力
を
ふ
る
っ
て
困
る
？

。
健
康
管
理
、
食
生
活
改
善
に
つ
い

て
。
行
政
で
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
欲
し

ヽ
．

－
Ｖ

。
県
・
役
場
は
こ
ん
な
面
で
サ
ー
ビ

ス
が
憩
い
な
ど

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で

す
あ
な
た
の
ご
相
談
を
、
府
政
（
県

町
）
担
当
者
、
教
職
員
が
応
じ
ま
す

ー
．
ｔ
ｌ
－
ｉ
ｔ
1
．
－
ｔ
ｔ
3
－
1
≡
ｌ
ｌ
こ
＿
▼
1
．
．
1
一
ｌ
Ｉ
1
－
．
1
．
ｔ
ｌ
1
．
1
－
－
．
．
＿
－
ニ
ー
　
こ

県おかの台分讃住宅（1戸建）只今売出申くわしくは5ページに。／
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巴
′
Ｊ
皿
も

国
民
年
金
の
加
入
者
へ

感
謝
状
を
受
け
る
猪
熊
中
一
組
組
合
長

‖…Ⅲ…ⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢ＝　昭和56年4月25日

水
巻
町
で
は
、
昭
和
五
十
六
年
度
よ

り
国
民
年
金
関
係
に
電
算
機
を
使
用
し

ま
す
の
で
、
納
付
書
の
様
式
、
支
払
方

法
、
納
付
書
の
保
管
方
法
が
変
り
ま
す

い
ま
ま
で
の
納
付
書
と
は
、
全
く
異

っ
た
納
付
書
と
し
て
作
製
さ
れ
、
見
安

く
、
き
れ
い
に
整
理
さ
れ
て
お
り
ま
す

集
金
に
来
て

も
ら
っ
て
い
る
方
へ

い
ま
ま
で
は
、
集
金
人
が
納
付
書
を

保
管
し
・
て
、
集
金
に
廻
っ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
被
保
険

者
が
保
管
し
て
、
集
金
に
来
た
際
、
被

保
険
者
が
提
出
し
て
、
お
金
を
払
い
、

領
収
印
を
押
し
て
も
ら
い
、
ま
た
保
管

す
る
様
に
な
り
ま
す
。

口
座
振
替
の
方
へ

い
ま
ま
で
は
、
三
か
月
に
一
度
預
金

か
ら
引
い
て
い
ま
し
た
が
、
四
月
か
ら

は
毎
月
預
金
か
ら
引
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。毎

月
二
十
日
の
引
落
し
に
な
り
ま
す

の
で
、
二
十
日
ま
で
に
は
預
金
残
を
確

認
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
領
収
書
は
、
い
ま
ま
で
ど
お

り
、
翌
年
の
四
月
中
に
送
付
し
ま
す
。

四
月
か
ら
保
険
料
は

四
千
五
百
円
に

よ
り
よ
い
年
金
を
め
ざ
す
た
め
、
四

優良納税組合など表彰

月
か
ら

保
険
料

が
四
千

五
百
円

に
、
付

加
年
金

保
険
料

が
四
千

九
百
円

に
な
り

ま
す
0

四
月
十
三
日
、
町
民
会
館
で
、
納
税

組
合
長
会
議
が
行
わ
れ
、
昭
和
五
十
五

年
度
中
納
期
内
の
完
納
推
進
に
功
績
の

あ
っ
た
納
税
組
合
に
対
し
て
表
彰
状
が

磨
ら
れ
ま
し
た
。

会
議
の
冒
頭
、
入
江
助
役
か
ら
「
今

日
お
か
れ
て
い
る
水
巻
町
の
現
状
の
説

明
が
あ
り
、
明
る
い
街
づ
く
り
の
上
か

ら
も
ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

－
」
と
お
願
い
が
あ
り
、
納
税
組
合
の

伊
左
座
ヤ
ン

キ
　
ー
　
ス

近
県
選
抜
少
年
野
球
大
会
で
優
勝

山
口
県
宇
部
市
教
育
委
員
会
が
主
催

す
る
近
県
選
抜
少
年
野
球
大
会
が
、
三

月
二
十
二
日
、
二
十
二
日
に
宇
部
市
内

の
五
会
場
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
ま
し
た

参
加
チ
ー
ム
は
、
宇
部
市
内
を
中
心

と
す
る
山
口
県
下
の
強
豪
チ
ー
ム
と
県

外
か
ら
宮
崎
県
、
福
岡
県
（
ヤ
ン
キ
ー

ス
）
代
表
二
チ
ー
ム
の
計
二
十
五
チ
ー

ム
で
、
両
日
に
わ
た
っ
て
熱
戦
が
く
り

ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

伊
左
座
ヤ
ン
キ
ー
ス
は
、
慣
れ
な
い

グ
ラ
ン
ド
や
環
境
も
見
事
は
ね
か
え
し

福
岡
県
代
表
と
し
て
の
貫
縁
を
十
分
発

揮
し
て
、
全
国
大
会
優
勝
チ
ー
ム
の
宇

部
新
川
ク
ラ
ブ
を
1
対
0
で
敗
り
、
決

勝
戦
で
は
地
元
チ
ー
ム
を
3
対
2
で
放

り
、
初
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

（優勝した伊左座ヤンキース）

意
義
が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
事
務
交
付
金
や
5
6
年
度
納

付
書
の
事
務
説
明
が
あ
り
会
議
を
終
り

ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
た
優
良
納
税
組
合
は
次

の
通
り
で
す
。

二
〇
、
下
二
学
校
通
り
、
富
田
三
農

家
、
頃
末
中
部
、
猪
熊
中
1
、
猪
熊

中
5
、
番
風
苑
2

な
お
、
納
税
組
合
の
設
立
、
納
税
に

対
す
る
不
明
な
点
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
役
場
収
納
係
（
内
線
5
0
4
）
ま
で

便
利
な
口
座
振
替
制
度

を
ご
利
用
下
さ
い

手
続
き
は
簡
単
で
、
希
望
の
口
座
の

預
金
通
帳
と
そ
の
使
用
印
、
印
紙
を
持

参
す
れ
ば
、
左
記
金
融
機
関
ま
た
は
役

場
収
納
係
で
す
ぐ
に
で
き
ま
す
。

福
定
金
融
機
関

。
遠
賀
信
用
金
庫
本
店
、
折
尾
、
中
間

遠
賀
川
支
店

。
福
岡
銀
行
、
折
尾
、
栢
ノ
木
、
中
間

支
店

。
西
日
本
銀
行
、
折
尾
、
中
間
支
店

。
遠
賀
郡
農
協
水
巻
支
所

今
月
の
納
期

税
金
は
納
期
内
に
納
め
し
ょ
う

誓
鸞
讐
期
分
一
報
習

軽
自
動
車
税
の

月
割
制
度
を
廃
止

軽
自
動
車
税
の
月
割
謀
税
制
度
が
な

く
な
り
ま
し
た
。

軽
自
動
車
の
う
ち
、
四
輪
以
上
の
自

動
車
、
二
輪
の
小
型
自
動
車
（
2
5
．
0

∝
を
超
え
る
も
の
）
お
よ
び
、
農
耕
作

業
用
自
動
車
以
外
の
小
型
特
殊
自
動
車

に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
取
得
、
廃
車
し

た
月
に
よ
り
軽
自
動
車
税
を
課
税
又
は

還
付
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
5
6
年
度

よ
り
、
月
割
課
税
が
廃
止
に
な
り
、
4

月
2
日
以
後
に
取
得
、
廃
車
さ
れ
た
万

に
は
軽
自
動
車
税
は
課
税
又
は
還
付
さ

れ
な
い
よ
う
に
税
法
改
正
に
な
り
ま
し

た
。

例

　

5

6

年

4

月

2

Ｈ

Ｔ

（

5

7

年

4

月

1

日

一
累
日
謂
嵩
怒

納
税
（
国
税
）
証
明
手

数

料

3

百

円

に

納
税
証
明
書
（
国
税
）
の
交
付
手
数

料
が
5
6
年
4
月
1
日
以
降
に
請
求
す
る

も
の
か
ら
、
次
の
通
り
改
定
に
な
り
ま

し
た
。証

明
書
二
枚
3
百
円
（
前
2
百
円
）

県
住
宅
供
給
公
社

分
譲
団
地
売
出
中

お
か
の
台
4
1
戸

′

　

＼

▼
受
付
　
5
月
1
3
日
～
「
良
好
ま
で

現
地
事
務
所
に
て

▼

価

格

　

1

9

1

1

万

円

～

2

3

9

8

万
円

Ｐ

．

1

　

、

ノ

“

▼
融
資
額
　
7
割
0
万
～
8
2
0
万
（

，
頭
金
攫
調
用
㌢
8
万
円

▼
敷
地
面
積
　
2
1
2
が
～
2
8
4
が

▼
建
物
面
積
　
9
5
が
～
1
1
9
が
　
（

2
階
建
・
5
Ｄ
Ｋ
中
心
）

く
わ
し
く
は
県
住
宅
供
給
公
社
（
曾

0

9

2

・

7

2

1

・

1

3

2

1

）

ま

で

ま
た
、
現
地
で
4
月
2
5
日
か
ら
5
月

1
7
日
ま
で
九
社
に
よ
る
モ
ダ
ン
住
宅
展

も
行
っ
て
い
ま
す
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
一
部
二
百
円
）
は

福
銀
梅
ノ
木
店
、
現
場
事
務
所
、
役
場

（
開
発
課
）
に
あ
り
ま
す
。

4月18日（土曜）水巻駅構内で死亡事故　お心当りの万は至急連絡を・／折尾警察署まで

ご

ノ

／

ｌ

・

‥
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小
児
マ
ヒ
予
防
の

生
ワ
ク
投
与

▼
対
象
児
　
生
後
Ｓ
か
月
～
4
8
か
月
ま

で
、
ま
だ
二
度
も
服
用
し
て
な
い
子

供
。
ま
た
は
一
度
だ
け
し
か
の
ん
で

な
い
子
供
。
（
3
か
月
～
1
8
か
月
ま

で
に
の
む
の
が
一
番
望
ま
し
い
。
2

回
の
ん
で
完
了
で
す
）

▼
日
　
時
　
5
月
7
日
（
木
）

1
4
時
～
1
5
時

▼
場
　
所
　
体
育
セ
ン
タ
ー
（
役
場
横
）

▼
注
意
事
項

。
前
日
ま
で
に
問
診
票
を
役
場
衛
生
係

に
と
り
に
く
る
こ
と
。

。
問
診
票
、
問
診
票
に
捺
印
の
な
い
人

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

▼
次
の
子
供
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

。
熱
が
あ
る
。
下
痢
を
し
て
い
る
。
ア

レ
ル
ギ
ー
体
質
。
慢
性
の
病
気
（
喘

息
、
腎
炎
、
肝
臓
等
。
1
か
月
以
内

に
麻
疹
、
水
痘
、
お
た
ふ
く
風
邪
な

ど
に
か
か
っ
た
。
1
年
以
内
に
け
い

れ
ん
を
起
こ
し
た
以
上
で
す
が
心
配

な
点
は
主
治
医
に
相
談
下
さ
い
。

胃
　
ガ
　
ン
　
検
診

▼
目
時
　
5
月
1
4
日
（
木
）
1
5
日
（
金
）

8
時
3
0
分
～
1
0
時

▼
場
所
　
町
民
会
館

▼
料
金

。
国
保
の
被
保
険
者
～
　
5
0
0
円

。
杜
保
そ
の
他
ク
～
1
、
5
0
0
円

▼
申
込
み

4
月
2
7
日
か
ら
衛
生
係
で
料
金
を
そ

え
て
本
人
が
直
接
（
問
診
票
記
入
）

申
込
み
下
さ
い
。

定
員
（
7
0
名
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
申
込
み
下
さ
い
。

母

子

手

帳

交

付

▼
日
時
　
5
月
1
1
日
（
月
）
、
2
5
日
（

月
）
1
0
時
か
ら

▼
場
所
　
役
場
西
別
館

▼
内
容
　
健
診
結
果
の
説
明
、
母
子
保

健
制
度
に
つ
い
て

印
鑑
を
持
参
し
て
下
さ
い
。

母

▼
日
時

▼
場
所

▼
対
象老

親
　
学
　
級

5

月

1

1

日

、

1

8

日

、

2

5

日

、

い
ず
れ
も
1
3
時
～
1
5
時

役
場
西
別
館

初
妊
婦

人

　

検

　

診

▼
対
象
　
6
0
歳
以
上
の
人

▼
日
時
　
5
月
1
1
日
（
月
）
、
1
2
日
（

火
）
1
0
時
～
1
1
時

▼
場
所
　
机
山
荘

▼
内
容
　
検
尿
、
血
圧
測
定

個
人
指
導

5
月
の
詣
震
相
談

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
か
た
く
守
り

ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

▼

日

時

　

5

月

1

3

日

（

1

0

時

～

1

5

時

）

1
8
日
、
2
5
日
（
1
3
時
～
1
6
時
3
0
分
）

▼
場
所
　
町
民
会
館
日
本
間

▼
主
催
　
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
法
務

局
、
北
九
州
人
権
擁
護
委
員
会

な
お
、
5
月
1
3
日
は
憲
法
記
念
日
の

行
事
と
し
て
、
法
務
局
、
福
祉
事
務
所

を
招
い
て
、
通
産
相
続
、
借
地
借
家
戸

籍
、
登
録
、
金
銭
貸
借
、
老
人
、
児
童

母
子
等
家
庭
内
の
心
配
ご
と
相
談
を
専

門
的
に
助
言
指
導
し
ま
す
。

県
交
通
事
故
相
談

▼
日
時
　
5
月
7
日
　
1
0
時
～
1
6
時

▼
場
所
　
中
間
市
民
談
話
室

常
設
相
談
所

県
で
は
常
設
相
談
所
を
設
け
て
い
ま

す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

▼
場
所
　
県
庁
南
別
館
1
階
（
曾
0
9

2
・
7
7
1
・
4
6
3
9
）

戦
傷
病
者
補
装
具
支
給

修
理
等
巡
回
相
談

▼
日
時
　
4
月
3
0
日
（
木
）

1
0
時
～
1
5
時

▼
場
所
　
中
闇
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
垣
生
公
園
横
）
曾
0
9
3

，
2
4
，
1
2
3
0

▼
対
象
者

①
補
装
具
の
装
着
を
必
要
と
す
る
者

㊥
更
生
医
療
を
必
要
と
す
る
者

▼
持
参
品
　
戦
傷
病
者
手
帳
、
印
鑑

く
わ
し
く
は
役
場
民
生
係
ま
で

4
月
1
0
日
号
の
〝
畜
犬
登
録
、
狂
犬

病
予
防
注
射
″
の
欄
中
、
5
月
2
日
（

前
記
日
程
に
も
れ
た
犬
）
、
年
後
と
あ

り
ま
し
た
の
は
午
前
の
誤
り
で
し
た
の

で
、
お
わ
び
し
訂
正
し
ま
す
。

愛の献血にご協力を

（生霊霊忘票窒雷は割

ト日時　5月15日（金）10時～16時

ト場所　町民会館ホール

ト主催　北九州日赤血液センター

町社会福祉協議会

5月のし尿汲取予定日
1日　頃末Ｃｌ、3、4、7、16区）、猪熊

2日　頃末Ｃｌ、2、3、7、10区）、林住
宅、垣添、猪熊

6日　唐熊（頃末22、23区）、鯉口（吉田二

6区、吉田三5区）、猪熊

7日　唐熊（頃末22、24区）、鯉口（吉田三

2、5、6区）、新生街（山ノロ団地）、
頃末（15、25区）、猪熊、御輪地（吉
田二1、2区）

8日　御輪地、車返し（吉田三6、11区）、

鯉口（吉田三1、2、3、5区）、松
栄荘、頃末（18区）、猪熊、15日まわり

9日　緑風園、松栄荘、美吉野、頃末（5、
12、13区）

11日　中央区（頃末17、19、20、21区）、美
吉野、頃末（5、12、13区）

12日　中央区（頃末9、10、20、21区、みず

まき苑）、下二、伊左座、立屋敷、美

吉野、古賀、新生街

13日　片山、川端通り、本村、二、下二、古

賀区、高松区、古賀、机

14日　大橋、県道筋（吉田二3、5、6区）、

ヌメリ石、宮尾、本村、二、御輪地、
頃末（6、11、14区〕

15日　大橋、県道筋（吉田二3、4、6、9

区、イワゼ町住）、月夜待（吉田－3
区）、車返し、宮の下、頃末〔6、11、

14区）

16日　二町住、下二町住、宮の下、机社宅、

樋口

13日　吉田団地（37～43、46～52棟）、二町

住、商店街（吉田－3区）卯月、猪熊

19日　吉田団地（19～22、28－36、44、45、
53－57、94－101棟）、猪熊

20日　吉田団地（3－6、8～10、16－18、

23－27、60～65、85－83、102－113棟）、
猪熊町任

21日　苫田団地Ｃｌ、2、7、11－15、66－

71、76－82、86～93、105、108枚）、
古賀県住

22日　吉田団地（72～73棟、分譲）、下二（

112、3区）、15日まわり

23日　二野間町住、吉田本村、猪熊、樋口赤
水

25日　二（6区）、伊左座

26日　幼稚園通り（伊左座3、5区、二1、

2区、双葉荘、下二4、10区）、伊左
座、猪熊、樋口

27日　幼稚園通り（伊左座3、5区、下二5、

6、7区）猪熊

28日　みずほ団地、樋口川端
29日　みずほ団地、古賀区（梅ノ木団地側）

30日　梅ノ木区

あ　な　た　の役場です　　　電話（201）4321番

□
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